様式2-2
（1） 見学会の集客方法に関する提案書（1枚目／2枚）
	国または地方公共団体のインフラツアーや見学会直近３か年の実績（最大５件）

	①件名：
場所：東京都　国　地方公共団体（　地方公共団体名を記入　）
契約又は協定等期間：
対象の施設：
概要：
②件名：
場所：東京都　国　地方公共団体（　地方公共団体名を記入　）
契約又は協定等期間：
対象の施設：
概要：


	国または地方公共団体のインフラツアーや見学会の今年度開催予定（最大２件）

	①件名：
場所：東京都　国　地方公共団体（　地方公共団体名を記入　）
実施予定期間：
対象の施設：
概要：
②件名：
場所：東京都　国　地方公共団体（　地方公共団体名を記入　）
実施予定期間：
対象の施設：
概要：











	広報・募集

	◆集客人数確保のための取組

①使用する広告媒体（自社WEBサイト・SNS・メディアなど）※見学会広報に使用する広告媒体のみ


②上記①に対する登録者数（アクセス数、フォロワー数、会員登録者数など）




③見学者数増加に向けた広報・募集の工夫点
　※集客人数を確保するための広報に加え、河川施設の効果的なＰＲにつながる広報も含む





注）記入欄が不足する場合は、本様式の行の高さを変更させ記入できるものとします。

（1） 見学会の集客方法に関する提案書（2枚目／2枚）
	イベント・ツアーの企画内容（最大3件）

	◆プランＡ

①見学者数増加に向けた取組



②現時点での実現性（◎：実現確実、〇：調整中（80%実現可能）、△：企画段階）
　実現確実の場合は「◎」、　いくつか調整事項が残っているが高い確率で実現可能な場合は「〇」、
企画段階（調整未実施）の場合は「△」を記載。
また、「◎」「〇」「△」とした理由・根拠を記載すること。
　※募集要項に記載されている見学会の１日の開催回数２回、１回当たりの定員概ね50名は、スタッフの
休憩時間や会場規模を鑑みて設定しております。上記定員を超える場合については、具体的な対応策も記載してください。　　





	客単価：　　円/人　　③地下調節池施設案内の1回あたりの募集人数 ：　　人　　希望実施回数：　　回

	◆プランB

①見学者数増加に向けた取組



②現時点での実現性（◎：実現確実、〇：調整中（80%実現可能）、△：企画段階）








	客単価：　　円/人　　③地下調節池施設案内の1回あたりの募集人数 ：　　人　　希望実施回数：　　回

	◆プランC

1 見学者数増加に向けた取組



②現時点での実現性（◎：実現確実、〇：調整中（80%実現可能）、△：企画段階）









	客単価：　　円/人　　③地下調節池施設案内の1回あたりの募集人数 ：　　人　　希望実施回数：　　回　　



注）記入欄が不足する場合は、本様式の行の高さを変更させ記入できるものとします。
